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Unified Communicationとは

何か予定が⼊っている
パソコンを操作している

会議の予定が⼊っている
パソコンにログインしていない

•プレゼンス（状態）を確認
•メールまたはFAX
•インスタントメッセージ
•⾳声もしくはビデオ通話
•留守電時は伝⾔を添付した
メールが送信



http://ymnb.info/
背景︓職員総スマホ時代……で良いのか︖

 情報を得るためにいちいち携帯端末を確認
通知⾳が頻繁に鳴る→業務中断や注意散漫

 メガネ型ウェアラブル端末でも注意散漫

 テレビを⾒ながら⾃動⾞の運転は不可
 ラジオを聞き流しながらの運転は可能
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研究⽬的

 ⾳声版ユニファイドコミュニケーションの
体系化

巷では……
 学会・イベントではインカムで通話
 タクシー無線は他⾞の通話がダダ漏れ
 デパートではBGMで⾬降りを伝えるという



http://ymnb.info/電話の要素分解
 業務中断の有無
 会話⾳声（他に固定⾳声、⾳楽、効果⾳）
 秘匿性
 個別性（1対1 1対多 多対多）
 双⽅向性

例
 構内PHSは、着信で業務を中断し、⾳声で会話
し、他⼈に聞こえず、1対1の、双⽅向

 BGMは、業務を中断せず、⾳楽であり、秘匿性
はなく、1対多で、⽚⽅向
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特性別にみた通信形態
業務中断 音声 秘匿性 個別性 双方向性

電話 ○ ○ ○ ○ ○
ナースコール通話 ○ ○ × ○ ○
イヤホン個別音声 × ○ ○ ○ ×
イヤホン個別音楽 × × ○ ○ ×
イヤホン一斉音声
（インカム）

× ○ ○ × ×

イヤホン一斉音楽 × × ○ × ×
一斉放送 × ○ × × ×
BGM・チャイム × × × × ×

病室などで常にBGMや⼀⻫放送を流すのは困難



http://ymnb.info/

現在のBGM装置
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BGM・⼀⻫放送の改良の余地

現状
 放送や⾳声の送出先を⼿動設定
 流せる内容は1種類のみ

将来
 部屋ごとに異なった曲を⾃動的に流せれば、
スタッフに次の⾏動を指⽰できる
（このメロディなら3号室）
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Audible News Tickerとは

伝えたい情報を、ラジオのようにリアルタイムの
⾃動⾳声で垂れ流す情報伝達の⼿法
（私が勝⼿に命名した概念です）

 これをベースに、機械式個別⾳声送出
（⼭野辺さん3号室の移乗介助お願いします）

 最後の⼿段として⼈間が個⼈に電話をかける

News Ticker
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イヤホン向け機械式⼀⻫⾳声送出
 メンバーのイヤホンに⾳声情報を流し続ける
（電動⼯具売り場でお客さまお待ちです）
（現在3号室のリネン交換が遅れています）
（15分後に4号室のAさん眼科外来へご案内）

 これをベースに、機械式個別⾳声送出
（⼭野辺さん3号室の移乗介助お願いします）

 最後の⼿段として⼈間が個⼈に電話をかける
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今後必要な技術開発

ソフトウェア
 情報の収集と判断（AI）
 メッセージ⽣成（bot）
 発声（⼥声なら全員向け、男声なら私向けなど）
 BGM装置と通話の同時制御

デバイス
 スマホとBluetoothヘッドセットでも可能だが、
対⾯で会話もするためには⾻伝導ヘッドセット

 ⻑時間勤務のバッテリー問題
⼈間側の研究
 聞き流しによる疲労度は︖



Keiju
Healthcare
System

まとめ
 BGMには活⽤の余地が⼤きい
 医療・介護スタッフにインカムを。
 タクシーが無線からGPS配⾞に変わったように、
最寄りのスタッフに⾳声指⽰が出せる時代に

 ナースコールを待たずに先回りでケアを提供

研究者の参加を
お待ちしています。


